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　In this paper, I discuss the characteristics of a small Chinese community in the 
provincial city of Okayama to show that those characteristics have been helpful in 
establishing a good relation with the local community.
　The Chinese Society of Okayama has tried to work with the local people as well as 
the local government to build a cooperative relationship with them, to secure basic 
rights for its members, and to settle itself within the local political, economic and social 
environment.
　As a result, without being hidden in the community, the Chinese Society of Okayama 
has emerged into communal significance. Its unique approach is markedly different 
from those of traditional overseas Chinese societies, which have employed their 
core Chinatowns to obtain everyday support and to form stable economic and social 
networks.
　Its members have made efforts to live in the community as an ordinary citizens, 
while the local government and local residents have accepted them as fellow citizens, 
and helped them to get hold of the rights as a citizen, and to have access to various 
services offered by the local and central government. Here we see a new bi-directional 
symbiotic relationship between a local minority group and the local community.
　As a successful example of a good relationship between a local minority group and 
the local community in general, the method of the Chinese Society of Okayama may 
present a solution for other minorities living in a local Japanese city under the stress of 
insufficient citizen rights as well as basic supports. 
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　岡山県統計年報によると、岡山県の華人の人口は、第 2 次世界大戦後から 1972 年の日
中国交回復までは、200 人前後で推移していた。1980 年代半ばから急速に増加を続け、
1990 年代半ばには 1,000 人を超え、2000 年には 3,500 人弱、2008 年には 10,000 人を超え、
















































































が 2 回にわたり洛陽を訪れていること、②洛陽市の人口が 52 万人と当時の岡山市とほぼ
同規模であること、③文化的風土が似通っていることなどから洛陽市が有力候補となった。




































































































































は２部屋で月額 105,000 円、共益費が 3,000 円である。









































　最初の帰国者は、1977 年 12 月に 39 年ぶりに旧満州から帰国した賀陽町出身の高見進
であった（『山陽新聞』、1977 年 12 月８日）。彼は、帰国当初は賀陽町に住んでいたが、
中国人社会と日本人社会との連携による支援活動により、後に岡山市内で針治療院を開業
することが出来た。また、彼の弟の高見英夫も兄を頼りに 1992 年 12 月に帰国し、総社市



























　苫田ダムにおける補償交渉は、1982 年５月 26 日に奥津町の地権者団体と岡山県との間
で立入調査協定が締結され、現地踏査が開始された。1985 年３月 29 日には奥津町の地権
者団体に補償基準が提示され、1986 年５月 30 日には地権者団体と岡山県との間で、補償
基準が妥結している（『苫田ダム関係資料集』、1999：117）。その後、1995 年３月 21 日に
苫田ダム建設に伴う損失補償等に関する協定書（『苫田ダム関係資料集』、1999：44）が締
結されていることから推測して、華僑華人総会が管材後見人となった時期は、損失補償協

















神戸市は全国の自治体に先駆け 1973 年の６月 24 日に天津市と締結した。この締結の背景
には、天津市に深い関係のある周恩来首相（当時）の意向と、神戸華僑の運動があったと
言われている（中華会館、2000：259）。横浜市は同年 11 月 30 日に上海市と、長崎市は神
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好な人間関係が築けるかの最大規模が 150 人だと論じている。150 人以下であれば、規
範やルールがなくても同じ目標を達成しやすいとも主張する。
3） 　岡山市と洛陽市との友好交流都市縁組締結にあたる経緯については、2012 年９月７
日に岡山市市民国際課へ問い合わせ、2012 年９月 13 日に同課のＷ氏からメールによる
回答があった。ここでの記述は、同メールと 2012 年８月 28 日にＴ氏の経営する中華料
理店で行ったインタビューによる。Ｔ氏へのインタビュー（2012 年８月 28 日、於：Ｔ
氏の経営する中華料理店にて）
4） 　2012 年８月 28 日にＴ氏の経営する中華料理店で行ったインタビューによる。Ｔ氏へ
のインタビュー（2012 年８月 28 日、於：Ｔ氏の経営する中華料理店）
5） 　2008 年８月４日に、国際交流センター内の華僑華人総会事務局で行ったもの及び、
2010 年 11 月 15 日Ｒ会長の経営する中華料理店で行ったインタビューによる。Ｒ会長
ヘのインタビュー（2008 年 8 月 4 日、於：国際交流センター内の華僑華人総会事務局）、




7） 　2012 年８月 28 日にＴ氏の経営する中華料理店で行ったインタビューによる。Ｔ氏へ
のインタビュー（2012 年８月 28 日、於：Ｔ氏の経営する中華料理店）。その際Ｔ氏は、
朝鮮籍の人々が中国人の健康保険加入に協力してくれたことについて話してくれたが、
協力の内容については回答が得られなかった。
8） 　2008 年７月 15 日及び 2008 年９月 12 日にＴ氏の経営する中華料理店で行ったインタ
ビューによる。Ｔ氏へのインタビュー（2008 年 7 月 15 日、2008 年９月 12 日、於：Ｔ
氏の経営する中華料理店）。




















14） 2008 年７月 15 日及び 2008 年９月 12 日にＴ氏の経営する中華料理店で行ったインタ




15） 2008 年 8 月 4 日及び 2012 年８月３日に国際交流センター内の華僑華人総会事務局、
2010 年 11 月 15 日にＲ会長の経営する中華料理店で行ったインタビューによる。Ｒ会
長へのインタビュー（2008 年８月４日及び 2012 年８月３日、於：国際交流センター内
の華僑華人総会事務局。2012 年 11 月 15 日、於：Ｒ会長の経営する中華料理店）。
16） 岡山県土木部河川課及び苫田郡鏡野町役場に調査を依頼し確認した結果、補償及び個
別案件に関する当時の状況を記録した資料が残っていないとの回答を得た。
17） 横浜は横浜市健康福祉局保険年金課に問い合わせ、2008 年 12 月 27 日にメールにて
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